
 

 

 

 

 
 

いつまでも住み慣れた地域で自分らしく暮らすためには、どうすれば

いいのでしょうか？ 

趣味や特技を活かした活動やつどいの場を充実させて、笑顔があふ

れる地域、お互いさまの思いやりと支えあいの仕組みを地域の皆さんと

一緒に考えていきます!!  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和郡山市社会福祉協議会 地域福祉活動計画の重点的な取り組みである「地域の課題解

決力を育む地区社協づくり」に向けて、平和地区社協役員・部会員を中心に、ワイワイと意見出

しを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 令和４年８月２１日（日）、28日（日） 

場 所 平和地区公民館 

参加者 
地区社協役員・部会員 

１回目：３１人/２回目：２３人 

「へいわ・みらいミーティング」を開催 

平和地区社会福祉協議会 
 

 

 

（社会福祉法人大和郡山市社会福祉協議会 編集） 

地域だより 

２０２３年 

（令和５年） 

７月 
第１号 

大和郡山市社会福祉協議会では、「地域の課題解決力を育

む地区社協づくり」を目指して、地区社協と協働で、課題解

決サイクル「地区社協 大和郡山モデル」の構築に向けて取り

組んでいます。 

①住民同士がつながりをもち、生活・福祉課題に気づく 

（発見する） 

②住民参加による生活・福祉課題を共有、解決する 

③生活・福祉課題を共有し、新たな活動を生み出す 
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取り組む 

【地区社協 大和郡山モデル】 

① 

② 
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 ステップ１：理想の平和地区の姿を整理  

 

平和地区 

農地・休耕地 

の活用 新旧住民の 

交流・ 

つながり 

必要な情報の

発信・提供 

地域のつながり・多世代の 

つながりがあるまち 

 

子どもがいきいき・子育てが

しやすいまち 

 

若い力・新たな担い手が活躍

できるまち 

 

移動手段がある・買い物に 

困らないまち 

 

防災体制が整備されている・

災害時に助け合えるまち 

 

農地を活用している・農業が

活性化しているまち 

 



生活の利便性維持・向上  

× イオンモール 

防災×まつり・イベント 

住民同士のつながり創出・強化 

× 農地・農業 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地区社協ってなに？】 

市内には８つの地区社会福祉協議会（略して地区社協）があり、地域住民をはじめ、自治会、

民生・児童委員、老人会、ＰＴＡなど、各種団体やボランティアらが主体となって、住民一人ひ

とりの生活・福祉課題を地域の課題として受けとめ、「誰もが安心して暮らすことのできるまち 

づくり」を推進する住民組織です。住民相互の支

えあい活動を広げるため、講演会や世代間交流事

業を開催したり、高齢者の見守り活動や健康づく

りなどに取り組んだりしています。 

高齢化が進むなか、住み慣れた地域で暮らし

続けるためには、住民同士のつながりや見守

り、支えあいの仕組みが必要となります。   

生活支援体制整備事業では、地域の皆様とと

もに身近な地域での支え合いの地域づくりを進

めます。（大和郡山市委託事業） 

【問合せ】大和郡山市社会福祉協議会 福祉課 

大和郡山市植槻町３－８社会福祉会館内 

電 話 53-6531／FAX 55-0986 

へいわ・みらいミーティングの結果は？ 

へいわ・みらいミーティングの報告会を行い、令和５年度は①防災×まつり、②

移動がべんりなまちの２つのテーマに分かれて「まちづくり作戦会議」を年４回

程度開催します。 

テーマに関心のある方が自由に参加できますので、ぜひご参加ください。 

参加してみたいという方は右記のGoogleフォームからお申込みください。 

住民同士のつながりの創出・強化に向けた仕組みづくり 

 ●情報発信・情報提供の充実（既存の活動・新たな活動を知ってもらう） 

 ●多世代が交流できる、地区全体が一体になれる祭り・イベント 

 ●こども園、小中学校を活用したつながりづくり           など 

子育てしやすいまちづくり 

 ●子育て世帯が住みやすいまちづくり 

 ●子どもが安心して遊べる環境づくり 

 ●地域全体で子どもを育てる意識・環境づくり 

防災力の向上 

 ●自主防災組織の拡充  ●防災に関する勉強会の開催 

 ●防災訓練の実施→防災×まつり、学校を活用した防災訓練   など 

農地・休耕田の活用＆農業・農家との連携 

●農地・農業を活用したつながりづくり（野菜栽培、住民同士の交流） 

●こども園・学校の農地活用、子どもの農業体験 

●農産物の販売会  ●農地・休耕田を活用したイベントの開催 など 

 ステップ２：理想の平和地区の実現に向けた取り組み・アイデア  

イオンモールの活用・連携 

●移動支援等のハブとして活用 ●行政サービスの窓口の活用 

●買い物支援→イオン直行の買い物バスなど 

●地域活性化の場、地域の PRの場                        など 

移動支援・買い物環境の充実 

●平和⇔イオン間の移動支援（イオン⇔各駅は路線バスを活用） 

●コミュニティバスの拡充    ●住民同士の乗り合い 

●移動販売・出張販売       ●買い物代行の仕組み     など 

新たな担い手・ 

メンバーの参画 


